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ブロイラーでみられる脊椎膿瘍は第六胸椎の椎体に主
座する壊死性化膿性肉芽腫性炎として知られており［1-
4］，さまざまな程度の跛行（脚弱 leg weakness）や麻
痺性の起立困難（脚麻痺 paralysis）などの臨床症状を
特徴とする．原因学的には，Salmonella Infantisや大
腸菌，黄色ブドウ球菌など人の食中毒起因菌のほか［1-
5］，海外では Enterococcus属菌［6-11］の関与が報告
されている．原因菌が第六胸椎に到達する経路として
は，血行性感染の可能性が考えられている［9, 12］．
従来の報告では本症の発生は散発的であったが，今
回，岩手県のブロイラー農場で本症の集団発生事例に遭
遇し，病理学的及び細菌学的検索を行ったのでその概
要を報告する．

材 料 及 び 方 法

発生状況：2015 年 7 月，岩手県内の Cobb系ブロイ
ラー農場で 35 日齢から脚弱，脚麻痺が多発するととも
に死亡率の上昇がみられた．臨床症状が確認されてから
出荷日までの 1日あたりの死亡率は，0.1～0.4％の範囲
で推移した．脚弱及び脚麻痺などの運動障害及び死亡率
上昇の原因検索のため，同鶏群から無作為に 25 例を収
集した．なお，本調査は岩手大学動物実験委員会の承
認を得て行った（承認番号 A201539）．
病理学的検査：剖検前に各症例の起立状態や歩行状
況を確認し，体重を測定した．炭酸ガスを用いて安楽殺

処置を行った後に病理解剖を実施した．剖検時，各症例
の主要臓器や胸椎の一部，大腿骨などを採材し，10％
中性緩衝ホルマリン液で固定後，常法に従いパラフィン
包埋ブロックを作製した．胸椎をはじめ病変の認められ
た骨組織は，10％ギ酸ホルマリン液で脱灰・固定を行っ
た．パラフィン包埋ブロックはミクロトームを用いて
4µmの厚さに薄切した後，ヘマトキシリン・エオジン
（HE）染色を行い，光学顕微鏡にて組織学的に検索した．
また，HE染色標本による検索の結果，細菌塊が認めら
れた胸椎や大腿骨などについてはグラム染色（Brown 

Hopps法）も行った．
細菌学的検査：それぞれの病変部をシードスワブγ1
号（栄研化学㈱，東京）で拭ったサンプルをブレイン
ハートインフュージョンブイヨン培地（Becton, Dick-

inson and Company, U.S.A.）に寒天（キシダ化学㈱，
大阪）を加えて作製した平板培地，XM-G平板培地（日
水製薬㈱，東京），卵黄加マンニット食塩平板培地（日
水製薬㈱，東京）に直接塗抹し，37℃で 24～48 時間培
養した．平板上に発育した異なる色調・形状の集落を採
取し，純培養後，生化学試験や細菌同定検査キット（Api 

20E，シスメックス・ビオメリュー㈱，東京，または
RapID ONE，㈱アムコ，東京，アピスタフ，シスメッ
クス・ビオメリュー㈱，東京）を用いて菌種の同定を
行った．サルモネラ属菌と大腸菌はそれぞれサルモネラ
免疫血清及び相誘導培地（デンカ生研㈱，東京），病原
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要　　　　　約

2015 年 7 月に岩手県内のブロイラー農場で脚弱と脚麻痺が多発し，死亡率の上昇がみられた鶏群について，病理学
的及び細菌学的に検索した．症例は 55 日齢のブロイラー25 例で，全例が体重 2kgを下回る発育不良を呈しており，
臨床的に 13 例が脚弱，脚麻痺，捻転脚などを示していた．肉眼的に，16 例（64％）で第六胸椎の椎体または関節部が
限局的に壊死に陥っており，組織学的には多数のグラム陰性桿菌またはグラム陽性球菌を伴う壊死性化膿性肉芽腫性骨
髄炎及び関節炎を呈していた．脊椎膿瘍を発症した 16 例の病変部より，Salmonella Infantis（5例），大腸菌（5例），
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や鶏舎における原因菌の常在のほか，伝染性ファブリキ
ウス囊病や鶏貧血ウイルス感染症などにより易感染症で
あった可能性や，発生当時の気候が著しく高温多湿で
あったことから，暑熱ストレスの影響も考慮された．し
かしながら，本鶏群における発症率は従来の事例と比較
してきわめて突出しており，突発的な騒音など暑熱スト

大腸菌免疫血清（デンカ生研㈱，東京）を用いて血清型
判別を実施した．

成　　　　　績

臨床症状：起立状態や歩行状況の異常として，脚弱が
7例，脚麻痺が 5例，捻転脚が 1例でそれぞれ認められ
た．また，症例のすべては体重が 2.0kg以下であり，発
育不良に該当した（表 1）．
肉眼所見：検索を行った 25 例中 16 例（64％）で脊
椎膿瘍が認められた．そのうち，2 例では大腿骨骨髄
炎を併発していた．脊椎膿瘍発症例の中には，脚弱や脚
麻痺などの臨床症状を示さない症例も 6例認められた．
脊椎すべり症は 3例，大腿骨骨頭炎は 3例でそれぞれ認
められた（表 1）．脊椎膿瘍の症例では，第五，第六胸
椎または第六，第七胸椎の関節部を中心として黄褐色か
ら暗赤色を示す壊死性病変が認められた（図 1）．重度
の症例では脊柱管が著しく狭窄しており，胸髄の圧迫が
認められた．脊椎すべり症では，脊椎の正中矢状断面に
おいて，第六胸椎が前方へ傾斜し，椎体の後縁で脊髄を
圧迫していた．表 1に記載の病変以外では，肉眼的に著
変は認められなかった．
組織学的所見：ほとんどの脊椎膿瘍の症例では，第六
胸椎の既存の椎体構造が破壊され，第五，また第七胸椎
椎体へ病変が波及していた．一方，16 例中 2 例では，
病変が第六，第七胸椎の関節軟骨に限局していた．組織
学的には，偽好酸球，類上皮細胞などの浸潤を伴う広範
な壊死，多核巨細胞を伴う多発性肉芽腫，線維化や肉芽
組織形成などがそれぞれ認められた（図 2）．壊死巣で
は，グラム陰性菌が散見されたが，2例ではグラム陽性
球菌が優位に認められた．椎体構造の変形によって圧迫
された脊髄は狭窄してみられ，出血，白質変性，軸索膨
化，グリオーシス，肉芽腫を伴う髄膜炎などがさまざま
な程度で認められた．これらの病変の程度と脚弱，脚麻
痺などの臨床症状には相関がみられた．大腿骨骨頭炎や
骨髄炎の病変部でも，グラム陰性菌が認められた（図
3）．
細菌検査結果：脊椎膿瘍病変部より，Salmonella 

Infantis（7:r:1,5）が 5 例，大腸菌が 5例，Staphylococcus

属菌が 5例それぞれ分離された（表 2）．大腿骨骨頭炎
のみられた 3例からは，S. Infantisが 1例，大腸菌が 2
例分離された．

考　　　　　察

今回の検索結果より，死亡率の上昇を伴った脚弱，脚
麻痺の原因は，脊椎膿瘍の集団的な発生である可能性が
示唆された．本症はこれまで国内外を含め散発的な発生
として報告されており，本症の集団的な発生はまれな事
例であると考えられた．集団発生の誘因としては，鶏群

表 1　症例の臨床症状及びおもな病変

No. 性別 臨床症状 体重（kg） おもな病変

1 雌 脚麻痺 1.5 脊椎膿瘍
2 雄 脚麻痺 1.9 脊椎膿瘍
3 雄 脚麻痺 1.7 脊椎膿瘍
4 雄 脚麻痺 1.8 脊椎膿瘍
5 雄 脚弱 1.8 脊椎膿瘍
6 雌 脚弱 1.5 脊椎膿瘍
7 雌 脚弱 1.6 脊椎膿瘍
8 雌 脚弱 1.4 脊椎膿瘍
9 雄 捻転脚 1.6 脊椎膿瘍，

大腿骨骨髄炎（右）
10 雌 常 1.5 脊椎膿瘍
11 雌 常 1.3 脊椎膿瘍
12 雄 常 1.9 脊椎膿瘍
13 雄 常 1.5 脊椎膿瘍
14 雄 常 1.7 脊椎膿瘍
15 雄 常 0.9 脊椎膿瘍，大腿骨骨髄炎
16 雌 不明＊ 1.3 脊椎膿瘍，化膿性肺炎

17 雌 脚麻痺 1.8 脊椎すべり症
18 雄 常 1.4 脊椎すべり症，腹水症
19 雌 常 1.8 脊椎すべり症

20 雄 脚弱 1.7 大腿骨骨頭炎（右），
膝関節炎（左）

21 雄 脚弱 1.6 大腿骨骨頭炎（右）
22 雄 脚弱 1.5 大腿骨骨髄炎（左），

筋間膿瘍（左）

23 雄 常 1.4 脊柱彎曲症
24 雌 常 1.6 削痩及び発育不良
25 雌 常 1.8 筋胃び爛・筋胃潰瘍

＊運搬時に死亡したため起立状態不明

図 1　症例 No. 6，胸椎の正中割断面
第六胸椎の椎体に主座して黄白色を呈する壊死性
病変（矢印）がみられる．
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Staphylococcus属菌による感染症は，趾蹠皮膚炎を含
む皮膚の外傷や粘膜病変からの血行性感染が重要視され
ている［13, 14］．今回の検索では本症の感染経路の特
定には至らなかったが，今回の集団発生事例では局所感
染に先行した感染経路より経口感染の可能性が強く疑わ
れた．一方，Acinetobacter属菌は自然界に広く分布し，
人では日和見感染の原因として知られているが，鶏での
病原性はほとんど報告されていない．Acinetobacter属
菌が分離された 2例では免疫抑制や虚弱などの日和見感
染を示唆する所見が認められなかったことから，今回の
分離結果はコンタミの可能性が疑われた．

Martinら［9］は，Enterococcus cecorumを用いて
本症の再現実験を行い，経口及び静脈内接種によって本
症の再現がなされたものの，気囊を介した経気道感染で
は本症の再現は認められなかったことを報告している．
鳥類の骨や筋肉などには成長に伴って気囊が分布するこ
とが知られているが，50 日齢前後のブロイラーでは第
六胸椎の椎体へ十分に気囊が進展していないことから
［12］，気囊を介した経気道感染は，本症の感染経路と
して成立しないと考えられた．
小笠原ら［3］は，野外のブロイラーでは第五，六，七
胸椎の関節部に細菌塊や出血を伴う関節軟骨の亀裂や断
裂がみられ，それらが脊椎膿瘍の先行病変として重要な
役割を演じている可能性を示唆している．今回の検索で
は，ほとんどの症例で第六胸椎に主座する壊死性肉芽腫

レス以外の偶発的な誘因の関与も否定できないと考えら
れた．
本症の原因として，これまで岩手県では大腸菌，サル
モネラ属菌，黄色ブドウ球菌などがおもに報告されてい
るが［1, 3-5, 10］，海外では Enterococcus属菌が多い
［2, 6-11］．今回の検索では，従来報告されている大腸
菌，S. Infantisをはじめ，これまで本症では報告の少な
い Staphy lococcus hy i cus，S . cohni i，S . l en tus，
Acinetobacter Baumannii/calcoaceticusなども分離さ
れた．いずれの菌もブロイラーに化膿性疾患を引き起こ
すことが知られており，原因菌の汚染状況の相違によっ
て分離される菌種が異なると考えられ，本症はさまざま
な 菌 種 に よ っ て 発 生 す る こ と が 示 唆 さ れ た．

図 2　症例 No. 10，脊椎膿瘍
第六及び第七胸椎の関節部に主座して壊死性肉芽
腫性病変が形成されている（HE染色　Bar＝500
µm）．

500μm

表 2　脊椎膿瘍の細菌検査とグラム染色結果

No. 分離菌 グラム
染色 d）

1 ECa） －
2 Staphylococcus hyicus ＋，－
3 EC －
4 SIb） －
5 SI －
6 SI，Staphylococcus cohnii －
7 SI －
8 EC －
9 Staphylococcus lentus， 

Acinetobacter Baumannii/calcoaceticus －

10 なし c） ND
11 Staphylococcus hyicus， 

Staphylococcus cohnii， 
Acinetobacter Baumannii/calcoaceticus

＋，－

12 EC －
13 なし －
14 EC －
15 SI －
16 なし －

a） Escherichia coli
b） Salmonella Infantis（O:7H:r1,5）
c） 分離されず
d）  ＋：グラム陽性球菌，－：グラム陰性菌， 

ND：細菌塊認められず

図 3　脊椎膿瘍内の細菌塊
a： 症例 No. 10，病巣内のグラム陰性桿菌（矢印）（グ
ラム染色　Bar＝50µm）．

b： 症例 No. 11，病巣内のグラム陽性球菌（矢印）（グ
ラム染色　Bar＝50µm）．

50μm50μm
a b
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性病変が広範囲に認められたが，16 例中 2例では第六，
第七関節軟骨に病変が限局して認められたことから，第
六胸椎の関節部が脊椎膿瘍の初発病変として強く疑われ
た．
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Outbreak of Thoracic Ver tebral Abscesses in Broiler Chickens
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SUMMARY

An outbreak of lameness and paralysis with a rise in the mor tality rate occurred at a broiler farm in Iwate 
Prefecture, Japan, in July 2015.  Twenty-six 55-day-old broiler chickens were collected from a broiler farm and 
examined pathologically and bacteriologically.  All chickens showed poor growth, and 13 showed lameness and 
paralysis .  Macroscopical ly, 16 cases (64%) had ver tebral abscesses at the s ixth thoracic ver tebrae.  
Histopathologically, necrotizing purulent granulomatous osteomyelitis and ar thritis with gram-negative bacilli 
or gram-positive cocci were obser ved in the af fected ver tebra.  Salmonella Infantis，Escherichia coli and 
Staphylococcus spp. were isolated from ver tebral lesions.  ─ Key words : broiler, outbreak, ver tebral abscess.
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